
診療科 医療機器名

通常使用時の目的又は効果
未破裂脳動脈瘤の中で、頸部が広くコイル単独では塞栓困難

な場合に使用する。

適応外使用時の目的又は効果

破裂脳動脈で、かつ開頭術が困難、単純なコイル塞栓術も困

難な場合に、本ステントを用いたコイル塞栓術を行うことで

再破裂を予防する。

・治療内容の確認や治療の拒否など、治療に関することは、診察時等に主治医にお話しください。

・機器に関するご質問は、次の連絡先へお問い合わせください。

   日本医科大学　多摩永山病院　ME部

   TEL:　042－371－2111（代表）

問い合わせ先：

更新日：2023年11月17日

日本医科大学多摩永山病院で承認された適応外使用の医療機器一覧

脳動脈瘤コイル塞栓用アシストステント

商品名：Neuroform Atlas・LVIS 等
救命救急科

適応外使用の状況


